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また，臨床的応用の必要から，完全に in vitro において行ないうる方法とした。
(方法と成績〕
ラット腹水肝癌 AH 13, AH 13R, AH 130 および AH 7974 を用いた。ワールプノレグフラスコの主宗
内に， medium として 0.1% Glucose-Krebs-Ringer 燐酸緩衝液 (0.3 ml の非働化牛血清をあとで加え
る) ，または TC 199 (20%非働化牛血清添加)を入れ，被検材料として腹水肝癌浮遊納胞 3 X 10 7 コ，
または腹水肝癌をラット背部皮下に植えて得られた結節腫療の，厚さ 500 ミクロンの組織切片を 200
mg 入れる。 medium と被検材料とを加えた量を 2.0 ml とする D これに 0.5 ml の各濃度の薬剤溶解液
を加え， 37.5 0C で 4 時間 incubate する。その後で，側室より J4C-Leucine 溶液 0.5 ml (0.3μc) また
は 14C-Formate 溶液 0.5 ml (1.5μc) を添加し，さらに 1 時間 incubate する。被検材料をとりだし，
14C・Leucine を用いた場合は蛋白分画について， 14C-Formate を用いた場合は RNA.DNA.蛋白の各分
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画について放射活性を測定する。
ln VIVO の実験は，それぞれの腹水肝癌細胞 5 X 106 コを腹腔内移植後 3 日目に ， Nitromin 40 mgfKg 
体重または Mitomycin C 1.5 mgfKg 体重(それぞれ lf2 LD50) を注射して，以後の生存曲線を記録
した。また結節腫療については背部皮下に 1 X 107 コを移植後 7 日自に薬剤を同量注射し，以後その
大きさを計測したロ
in vivo の実験において，完全に Nitromin 感受性の反応を示す AH 13, AH 130，では in vitro の感
受性試験で，浮遊細胞においても結節腫療においても， Nitromin 8 mcg/ml で， 14C-Lcucine の蛋白へ
のとりこみ，凶仁:-Formate の RNA.DNA.蛋白の 3 者へのとりこみを著明に抑制する D これに反して
完全に Nitromin 耐性の反応を示す AH 13 R , AH 7974 では感受性試験で，浮遊細胞・結節腫場とも
に， Nitromin 8 mcgfml で RNA.DNA.蛋白の合成は抑制されない。 in vivo の実験において， Mitoｭ
mycin C に完全に感受性の反応を示す AH 13 結節腫場では， Mitomycin C 1 mcgfml で，かなり著明
に RNA ・ DNA ・蛋白それぞれの合成を抑制する D かなり高度に Mitomycin C 感受性の反応を示す
AH 130 の浮遊細胞，結節腫場では， Mitomycin C 1 mcgfml で DNA の合成が抑制され， RNA ・蛋白
の合成は抑制されない。 これに反して， in vivo の実験で，完全に Mitomycin C 耐性の反応奇示す
AH 7974 の浮遊細胞，結節腫蕩では， Mitomycin C 1 mcgfml で DNA 合成の抑制をみない。
このように， Nitromin では 8 mcgfml で， RNA.DNA.蛋白の 3 者の合成抑制を指標とする方法で，
















節腫療においても， in vitro における核酸・蛋白の生合成に対する薬剤の抑制効果と， in vivo におけ
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る薬剤効果とが常に一致することを明らかにし得た。
この結果，制癌剤感受性試験として，薬剤撰択方法の臨床的応用への基礎をうちたてたものと考え
られる。
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